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５月の意向
【
一
般
】
女
性
へ
の
尊
重

【
宣
教
】
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

【
日
本
の
教
会
】
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
支
援

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　
大
型
地
震
が
熊
本
地
方
を
襲
っ

た
。
ひ
ど
い
揺
れ
の
中
で
、
11
年

前
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
を
思
い

出
し
た
。
そ
の
時
は
ミ
サ
の
聖
体

拝
領
中
だ
っ
た
。
聖
堂
の
底
か
ら

地
響
き
と
一
緒
に
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
た
。「
地
震
だ
」
と
信
者
が

叫
ん
だ
。
天
井
か
ら
下
が
っ
て

い
る
大
き
な
電
灯
が
揺
れ
て
い

る
。
聖
体
拝
領
を
中
断
し
、
右
往

左
往
し
て
い
る
信
者
に
「
そ
の
下

は
危
な
い
で
す
！
」
と
叫
ぶ
。
同

時
に
、
手
に
チ
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
聖

体
器
）
を
持
っ
た
ま
ま
、
心
で
は

「
も
う
終
わ
り
か
も
知
れ
な
い
。

神
様
、
今
ま
で
の
罪
を
赦
し
て
く

だ
さ
い
。『
痛
悔
の
祈
り
…
』」
と

祈
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

揺
れ
も
お
さ
ま
り
、
聖
体
拝
領
を

続
け
た
。「
助
か
っ
た
」
と
思
っ

た
。
す
る
と
、
聖
堂
入
口
か
ら
大

き
な
声
が
し
た
。「
い
つ
ま
で
こ

こ
に
い
る
ん
だ
。
早
く
家
に
帰

れ
！
」
と
。
そ
の
人
は
信
者
の
身

を
案
じ
て
来
て
く
れ
た
の
だ
。
そ

し
て
そ
の
大
き
な
声
は
、「
家
に

帰
っ
て
家
族
の
安
否
を
気
遣
え
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
瞬

間
だ
っ
た
。「
そ
の
日
が
突
然
あ

な
た
が
た
を
襲
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
注
意
し
な
さ
い
。
…
い
つ

も
目
覚
め
て
い
な
さ
い
」（
ル
カ

21
章
）
と
言
う
主
の
言
葉
が
焼
付

い
た
時
だ
っ
た
▼
今
回
の
熊
本
地

震
は
先
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
よ

り
大
き
い
。
そ
の
た
め
に
被
害
も

甚
大
で
あ
る
。
家
屋
の
倒
壊
、
道

路
寸
断
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
へ
の
影
響
。
そ
れ
に
死
傷
者
の

続
出
。追
い
打
ち
を
か
け
る
大
雨
。

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
沢
山
の
人
た
ち
。
完
全
な
復
旧

ま
で
多
く
の
日
数
と
手
間
が
か
か

る
と
い
う
。支
援
の
輪
が
広
が
り
、

生
活
の
回
復
が
早
急
に
な
さ
れ
る

よ
う
に
。
亡
く
な
っ
た
方
に
は
永

遠
の
安
ら
ぎ
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。 

（
熊
本
県
出
身
Ｓ
）

　
熊
本
の
大
地
震
は
、
新
聞
記

者
に
な
っ
て
25
年
目
の
私
も

遭
遇
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

の
大
惨
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
発
生
当

初
、
現
場
の

記
者
を
中
心

に
国
内
外
か

ら
送
ら
れ
て

く
る
関
連
情

報
の
仕
分
け

に
忙
殺
さ
れ

な
が
ら
、
あ

る
外
電
が
目
に
留
ま
っ
た
。
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
「
地
震
被

害
に
遭
っ
て
苦
し
ん
で
い
る

人
た
ち
の
た
め
に
祈
り
ま
す
」

と
共
同
通
信
の
記
者
に
語
っ

と
思
い
つ
つ
異
議
を
唱
え
る
勇

気
は
な
く
、
黙
り
込
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
ん
な
独
善
的
な
姿
勢

で
は
「
地
の
塩
」
た
る
情
報
は

発
信
で
き
ん
な
あ
…
と
反
省
し

な
が
ら
。

　
さ
て
、
教
皇
様
も
活
用
さ
れ

て
い
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
気

軽
に
情
報
発
信
で
き
る
時
代
。

誰
も
が
地
の
塩
に
な
れ
る
し
、

フ
ァ
リ
サ
イ
派
に
も
な
る
。
５

月
１
日
は
「
世
界
広
報
の
日
」。

今
年
の
テ
ー
マ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
つ
く
し
み
」
に
合

わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
塩
や

光
に
な
り
得
る
情
報
発
信
の
源

泉
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
。

 

光
丘
教
会　

生
野
秀
樹

た
と
い
う
記
事
だ
。

　
短
い
言
葉
だ
が
、
不
安
の
渦
中

に
あ
る
被
災
者
に
と
っ
て
希
望
の

種
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

れ
は
ま
た
、
無
情
な
現
実
へ
の
嫌

気
と
闘
っ
て
い
た
自
分
に
と
っ
て

も「
地
の
塩
、世
の
光
」と
な
っ
た
。

　
日
々
の
取
材
で
、
姦
通
の
罪
で

捕
ら
え
ら
れ
た
女
の〝
公
開
処
刑
〟

に
立
ち
会
っ
て
い
る
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
企
業
な
ど
の
不
祥
事

に
絡
ん
だ
記
者
会
見
。
謝
罪
す
る

相
手
に
「
そ
れ
で
済
む
と
思
っ
て

い
る
の
か
」「
説
明
責
任
を
果
た

せ
よ
」
と
い
き
り
立
つ
記
者
が
い

る
。
私
は
内
心
「
お
い
お
い
、
俺

た
ち
は
フ
ァ
リ
サ
イ
派
か
よ
。
罪

を
犯
し
た
こ
と
が
な
い
の
か
よ
」

世界広報の日

福岡教区の皆様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２０１６年４月１６日
カトリック福岡司教区

教区長 宮 原 良 治 

＜平成 28年（2016 年）熊本地震＞祈りと募金のお願い

　4 月 14 日夜から現在まで、熊本県中部を中心に大地震が発生し、
余震が続いております。各種報道でもご承知の通り、亡くなられ
た方 28 名、負傷された方約 1500 名、避難されている方多数とい
う痛切な事態となっております。また建物、道路、山地等に甚大
な被害が出ております。そして、被災されている方々は終わりの
見えない余震への恐怖とこれからの事への不安の中、また初春と
はいえ、朝晩の冷え込みが残る中で、不自由な避難生活を余儀な
くされています。被災者の方々にお見舞い申しあげます。
　福岡教区では、必要な支援を迅速に行えるよう情報の収集を
行っております。
　皆様には、特に主日のミサの中で、亡くなられた方々の永遠の
いこいと、避難生活を余儀なくされている方々に安らぎと力が与
えられ、一刻も早い復旧がなされるようお祈りください。被災さ
れた方々の支援のための募金にご協力くださいますようお願いい
たします。また地域の皆様の必要にお応えするため、教会施設等
の開放提供もぜひご配慮くださいますようお願いいたします。
　この困難な時にこそ、福岡教区民が心を一つにし、いつくしみ
深い御父に倣い、その恵みに支えられて、被災された方々に心を
寄せてまいりましょう。

募金送金先（４月２０日更新）：

　郵便振替番号：０１７６０-６-２０７２９

　加 入 者 名：カトリック福岡司教区

　通信欄に、「熊本地震支援金」とご明記ください。

Please find English translation on webpage of Fukuoka Diocese.
http://fukuoka.catholic.jp/

　
４
月
14
日
（
木
）
午
後
９
時
26
分
、
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
、
16
日

（
土
）
午
前
１
時
25
分
ご
ろ
、
同
じ
く
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地
震
が
あ

り
、九
州
全
域
で
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
。
震
度
６
強
を
観
測
し
た
熊
本
地
区
の
健
軍
教
会
、

高
遊
原
教
会
、
島
崎
教
会
、
手
取
教
会
、
武
蔵
ヶ
丘
教
会
、
帯
山
教
会
で
は
、
聖
堂
や
司

祭
館
に
立
ち
入
る
の
が
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
度
目
の
地
震
発
生
時
よ
り
教

区
本
部
事
務
局
が
情
報
収
集
に
あ

た
り
、
16
日
に
第
１
回
対
策
会
議

が
開
か
れ
た
。

　
宮
原
良
治
司
教
は
16
日
、
教
区

の
信
者
に
向
け
て
、
熊
本
地
方
を

中
心
に
続
い
て
い
る
地
震
と
被
災

者
の
た
め
に
祈
り
と
募
金
を
呼
び

か
け
、
教
会
施
設
な
ど
の
開
放
提

供
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
よ
う
訴

え
た
（
本
紙
一
面
に
全
文
掲
載
）。

　
18
日
、
教
区
災
害
対
策
室
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
現
地
視
察
が
行
わ
れ
た
。

熊
本
市
内
の
健
軍
、
高
遊
原
、
島
崎
、

手
取
、
武
蔵
ヶ
丘
、
帯
山
各
教
会
と

聖
心
病
院
を
訪
れ
た
。
激
震
地
益
城

町
中
心
部
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。

　
聖
堂
屋
根
瓦
落
下
、
聖
堂
内
壁

外
壁
の
剥
脱
お
よ
び
ひ
び
割
れ
、

窓
ガ
ラ
ス
・
聖
像
・
聖
具
類
の
破

損
、
司
祭
館
壁
の
破
損
、
家
具
類

の
倒
壊
破
損
、
庭
に
ひ
び
割
れ
な

ど
の
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
ミ
サ
が
聖
堂
で
行
え

ず
、
信
徒
会
館
で
行
っ
た
教
会
も

あ
る
。
ま
た
、司
祭
館
に
住
め
ず
、

車
中
泊
を
す
る
司
祭
も
い
る
。

　
影
響
の
及
ん
だ
筑
後
地
区
の
今

村
教
会
（
重
要
文
化
財
）
で
は
、

老
朽
性
に
よ
る
危
険
性
を
鑑
み

て
、ミ
サ
を
信
徒
会
館
で
行
っ
た
。

　
福
岡
教
区
は
対
策
本
部
（
本
部

長
＝
宮
原
良
治
司
教
、
実
務
責
任

者
＝
青
木
悟
神
父
）
を
設
置
。
被

災
者
支
援
の
対
応
に
あ
た
る
。
被

災
者
支
援
の
た
め
の
現
地
ベ
ー
ス

の
設
置
も
検
討
中
。

　
被
災
者
か
ら
は
「
ご
近
所
の
支

え
合
い
が
ど
ん
な
に
助
け
に
な
る

か
を
思
い
知
り
ま
し
た
」「
被
災
状

況
が
地
域
で
異
な
り
、
必
要
な
も
の

が
違
っ
て
い
る
」「
余
震
が
続
い
て

い
る
の
で
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
・
３
日
で
も
保
養
し

た
い
で
す
」等
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　
地
震
発
生
時
よ
り
、教
区
内
外
、

海
外
の
多
く
の
方
か
ら
お
見
舞
い

の
声
や
支
援
の
申
し
出
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
教
区
内
で
も
各

地
で
自
主
的
な
支
援
の
動
き
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　
福
岡
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

被
害
状
況
や
支
援
活
動
等
に
つ
い

て
、
随
時
、
掲
載
し
て
い
く
。

　
第
一
部
で
は
、
殉
教
ミ
サ
を
前

に
し
て
、
古
巣
馨
神
父
（
長
崎
教

区
）
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
列
福
が
予
定
さ

れ
て
い
る
ユ
ス
ト
高
山
右
近

の
生
涯
に
触
れ
、「
こ
の
武

将
の
生
き
方
こ
そ
が
、
玄
也

一
家
の
迫
り
来
る
殉
教
を
前

に
し
た
20
数
年
に
も
亘
る
苦

難
の
生
活
を
支
え
た
の
だ
」

と
切
々
と
話
し
た
。続
い
て
、

玄
也
一
家
の
聖
画
を
描
い
た

三
牧
樺
ず
子
氏
か
ら
制
作
に

当
っ
て
の
説
明
が
あ
り
、「
私

は
殉
教
者
お
一
人
、
お
ひ
と

り
と
の
霊
的
交
わ
り
を
大
切

に
し
、
こ
の
ご
家
族
の
一
人
に
加

え
さ
せ
て
頂
き
、
描
き
ま
し
た
」

と
聖
画
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
殉
教
ミ
サ
が
宮
原
良

治
司
教
並
び
に
熊
本
県
下
の
９
人

の
司
祭
の
共
同
司
式
で
捧
げ
ら
れ

た
。
司
教
は
説
教
の
中
で
、「
復

活
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
は
栄
光
に
輝

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
体

か
ら
は
十
字
架
上
で
負
っ
た
傷
跡

は
未
だ
消
え
て
い
ま
せ
ん
。
手
に

打
た
れ
た
釘
の
傷
跡
、
脇
腹
を
槍

で
刺
し
ぬ
か
れ
た
傷
跡
、
等
々
。

福
者
と
さ
れ
た
小
笠
原
玄
也
一
家

の
殉
教
は
、
復
活
さ
れ
勝
利
に
輝

く
キ
リ
ス
ト
の
体
の
栄
光
あ
る
傷

跡
の
意
味
を
私
た
ち
に
教
え
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
熊
本

の
花
岡
山
で
の
伝
統
あ
る
殉
教
祭

が
、
こ
れ
ま
で
歴
代
の
司
教
に
よ

り
御
復
活
後
の
次
の
主
日
に
行
な

わ
れ
て
来
た
深
い
意
義
が
こ
こ
に

あ
る
の
で
す
」
と
語
っ
た
。

　
第
二
部
は
、
春
の
小
雨
に
け
む

る
花
岡
山
殉
教
者
墓
地
広
場
で
行

わ
れ
た
。「
巡
礼
者
の
祈
り
」
が

唱
え
ら
れ
る
と
、
待
ち
か
ね
て
い

た
か
の
よ
う
に
春
の
若
葉
の
茂
み

の
中
か
ら
ウ
グ
イ
ス
が
三
度
鳴
い

た
。
司
教
は
こ
の
思
い
が
け
な
い

澄
み
き
っ
た
鳴
声
を
招
き
の
言
葉

に
代
え
、
こ
の
地
に
眠
る
殉
教
者

小
笠
原
玄
也
一
家
一
人
ひ
と
り
に

捧
げ
た
。
終
り
に
、
聖
歌
「
殉
教

の
血
潮
」
を
斉
唱
し
、
式
典
は
終

了
し
た
。

 

（
報
告
＝
島
崎
教
会 

髙
木
光
行
）

　
４
月
３
日
（
日
）、
島
崎
教
会
（
熊
本
市
）
に
て
、
福
者
小

笠
原
玄
也
一
家
殉
教
記
念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
式
典
に

は
、
県
内
各
地
よ
り
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
約
２
０
０
人
が

参
列
し
た
。

二
度
に
わ
た
り
大
き
な
揺
れ
が
襲
い
、
余
震
続
く

　↑手取教会（熊本市中央区）
　　では屋根瓦が落ちた

←落ちた屋根瓦（手取教会）

島崎教会聖堂内部

　（上）健軍教会司祭館内部

高遊原教会のルルド（下）　

　島崎教会での殉教記念ミサ

熊
本
地
震

熊本の小教区・諸施設に被害

福
者
小
笠
原
玄
也
一
家
殉
教
記
念
祭［
島
崎
教
会
］ 

�

キ
リ
ス
ト
の
体
の
栄
光
あ
る
傷
跡



教会名
在籍信徒数

不明 死亡
洗礼 ミサ参加者数

男 女 合計 幼児 成人 主日 復活祭 降誕祭

1 糸　島 204 244 448 41 7 2 0 120 200 260

2 大　楠 152 212 364 38 1 0 0 85 200 400

3 古　賀 414 505 919 6 9 5 9 242 505 503

4 笹　丘 325 467 792 11 11 2 3 180 250 380

5 浄水通 229 364 593 78 2 3 20 150 250 450

6 大名町 669 1,035 1,704 200 19 4 5 450 1,000 1,600

7 高　宮 243 365 608 118 4 0 5 120 250 250

8 茶　山 163 188 351 8 9 0 1 95 210 150

9 西　新 538 790 1,328 0 1 7 7 300 350 510

10 箱　崎 151 230 381 7 1 2 3 85 150 300

11 光　丘 492 587 1,079 297 2 3 0 200 450 600

12 吉　塚 211 298 509 144 4 9 7 150 220 270

13 老　司 184 218 402 23 4 1 3 60 170 200

福岡地区計 3,975 5,503 9,478 971 74 38 63 2,237 4,205 5,873

14 今　村 396 524 920 0 21 3 6 350 450 630

15 大牟田 145 240 385 29 3 3 8 110 150 220

16 小　郡 175 265 440 0 4 2 7 150 250 250

17 久留米 523 720 1,243 91 13 21 18 370 350 600

18 二日市 229 322 551 47 2 0 5 150 300 350

19 本　郷 299 363 662 0 5 0 8 110 300 210

筑後地区計 1,767 2,434 4,201 167 48 29 52 1,240 1,800 2,260

20 飯　塚 128 155 283 0 1 3 3 70 100 100

21 黒　崎 380 532 912 110 11 3 1 210 350 400

22 小　倉 1,038 1,470 2,508 477 13 8 4 260 400 600

23 新田原 727 816 1,543 137 22 5 4 490 635 587

24 田　川 21 48 69 29 1 0 0 25 40 65

25 天神町 84 136 220 23 3 0 1 75 90 120

26 戸　畑 181 267 448 0 5 7 5 170 200 250

27 直　方 90 76 166 23 0 0 0 65 70 80

28 水　巻 334 415 749 0 11 1 1 120 278 268

29 門　司 136 216 352 129 5 0 5 95 130 145

30 湯　川 532 621 1,153 155 11 1 1 180 330 430

31 行　橋 411 458 869 41 7 3 1 250 500 650

32 若　松 104 157 261 0 10 0 0 70 140 200

北九州地区計 4,166 5,367 9,533 1,124 100 31 26 2,080 3,263 3,895

福岡県合計 9,908 13,304 23,212 2,262 222 98 141 5,557 9,268 12,028

1 伊万里 129 162 291 56 2 1 1 50 100 150

2 鹿　島 24 27 51 0 0 0 0 15 25 35

3 唐　津 210 245 455 48 4 2 0 60 100 180

4 佐　賀 268 424 692 125 13 9 5 120 230 330

5 多　久 56 71 127 0 1 0 1 20 30 40

6 武　雄 29 39 68 0 0 0 0 20 40 60

7 鳥　栖 148 224 372 0 1 2 5 100 200 300

8 馬渡島 83 80 163 62 1 0 0 80 110 120

9 呼　子 214 211 425 0 4 1 1 90 100 120

佐賀県合計 1,161 1,483 2,644 291 26 15 13 555 935 1,335

1 荒　尾 35 71 106 11 0 0 1 28 30 20

2 大　江 108 181 289 0 0 0 0 61 144 146

3 帯　山 110 132 242 38 2 2 0 100 120 150

4 菊　池 49 75 124 0 3 3 7 45 60 125

5 健　軍 82 176 258 0 2 2 5 80 100 100

6 崎　津 78 107 185 10 4 1 1 32 74 92

7 島　崎 120 200 320 1 6 4 8 90 130 200

8 玉　名 52 64 116 10 1 2 0 30 50 70

9 手　取 356 653 1,009 12 35 1 26 320 400 450

10 人　吉 64 97 161 0 2 2 5 60 120 150

11 本　渡 40 70 110 57 1 1 0 15 25 30

12 水　俣 31 48 79 0 1 0 0 20 40 30

13 武蔵ヶ丘 148 261 409 15 10 4 3 140 170 250

14 八　代 39 84 123 8 2 1 0 60 90 150

熊本県合計 1,312 2,219 3,531 162 69 23 56 1,081 1,553 1,963

教区総計 12,381 17,006 29,387 2,715 317 136 210 7,193 11,756 15,326

カトリック福岡教区報2016年５月１日発行 第697号 （2）

　
３
月
31
日
、
大
名

町
教
会
講
堂
で
福
岡

教
区
立
幼
稚
園
辞
令

交
付
式
と
新
任
研
修

会
が
行
わ
れ
た
。
始

め
に
、
宮
原
良
治
司

教
に
よ
る
「
み
こ
と

ば
の
祭
儀
」
が
あ
っ

た
。
後
、
辞
令
交
付

式
が
あ
り
、
新
任
の

14
人
が
司
教
よ
り
辞

令
を
手
渡
さ
れ
た
。

新
任
教
諭
の
代
表
者

は
、「
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
を
培
い
、
子

カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

カトリック御受難修道会・福岡黙想の家

ヴィノ デ ミサ

ご用命　お問い合せは

スイートタイプ （赤）（白）

〒815-0082　福岡市南区大楠2丁目4番8号

互助会制度もご利用できます。

福岡黙想の家 検索 ⇒

【月例黙想会】
	 期　日：5月14日（土）17時～15日（日）15時

	 指導者：染野 治雄 神父（福岡黙想の家主任）	
	 費　用：8,700円（税込 ・ 指導料含む）

811-4155		宗像市名残1056　Tel	0940-32-3222（9:30～16:30）
Fax	0940-32-3385　E-メール　f-mokuso@fmokusou.com
インターネットで検索

◆黙想会の申込締切は開催の一週間前まで　◆詳細はお問合せください

福岡教区　現勢報告　2015 年（2015 年 1 月～12 月）

ど
も
達
の
成
長
に
寄
与
し
て
参
り

ま
す
」
と
力
強
く
誓
っ
た
。
続
い

て
の
講
話
で
、
司
教
は
「
神
の
愛

を
伝
え
る
こ
と
が
教
職
員
の
一
つ

の
任
務
で
あ
る
。
祈
る
こ
と
、
讃

美
歌
を
歌
う
こ
と
、
聖
な
る
場
所

を
訪
れ
る
こ
と
な
ど
を
自
ら
が
自

然
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
も
ら
い

た
い
」「
教
育
基
本
法
の
い
う
教

育
の
目
的
は
『
人
格
の
完
成
を
目

指
す
も
の
』
で
あ
る
が
、
教
職
員

は
幼
児
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
人
格

を
尊
重
し
、
神
に
近
づ
け
る
よ
う

支
え
て
も
ら
い
た
い
」と
諭
し
た
。

　
昼
食
を
挟
ん
で
第
２
講
話
は

（
大
牟
田
）
天
使
幼
稚
園
主
任
の

浦
田
真
弥
教
諭
が
受
け
持
っ
た
。

浦
田
教
諭
は
準
備
し
た
幼
稚
園
行

事
の
動
画
で
子
ど
も
た
ち
の
生
き

生
き
し
た
様
子
や
関
わ
る
教
職
員

の
姿
を
紹
介
し
、「
思
っ
て
も
な

い
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が

あ
っ
て
も
、『
神
様
は
耐
え
ら
れ

な
い
試
練
は
与
え
ら
れ
な
い
。
乗

り
越
え
る
恵
み
も
準
備
し
て
お
ら

れ
る
』
の
で
、あ
き
ら
め
な
い
で
、

進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。
一
人

で
悩
ま
な
い
で
、
同
僚
や
上
役
と

相
談
し
た
り
、
連
絡
を
取
り
合
っ

た
り
す
る
こ
と
。
報
告
も
忘
れ
な

い
様
に
心
掛
け
る
こ
と
。
神
様
の

存
在
を
感
じ
、
祈
る
こ
と
。
園
の

仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
環
境
作
り
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に

す
る
こ
と
」
な
ど
を
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
田
中
重
治
神
父
よ

り
「
宗
教
法
人
の
就
業
規
則
」
の

説
明
が
行
わ
れ
、
司
教
の
祝
福
を

も
っ
て
一
日
を
終
了
し
た
。

　「
教
会
現
勢
報
告
」
の
数
字
の

中
に
入
り
込
み
、
内
側
（
霊
的
な

面
）か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、「
司

祭
た
ち
は
疎
外
さ
れ
て
い
る
人
々

に
寄
り
添
う
べ
き
で
、
難
解
な
神

学
や
、
過
度
に
『
快
活
』
で
軽
い

霊
性
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
ま
す
ま

す
陥
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
世
俗

性
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
…

私
た
ち
の
兄
弟
姉
妹
を
愛
し
、
主

の
群
れ
、
飼
い
主
の
声
を
待
つ
羊

へ
と
向
か
う
…
い
つ
く
し
み
の
道

…
を
育
て
る
こ
と
」「
無
関
心
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。（
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞

２
０
１
６
年
４
月
３
日
号
か
ら
）

　
確
か
に
、
今
は
便
利
さ
に
依
存

し
覆
わ
れ
た
時
代
な
の
で
、
人
と

人
が
丁
寧
に
心
を
込
め
て
具
体
的

に
関
わ
る
温
も
り
が
薄
ら
い
で
い

る
。「
…
人
間
が
生
き
物
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
、
そ
の
文
明
に
飼

い
な
ら
さ
れ
た
家
畜
に
変
わ
っ
た

…
自
分
の
脳
で
考
え
ず
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
言
う
な
り
の
無
感

動
、
無
機
質
な
生
き
物
に
な
り
始

め
た
」（
堀
文
子
著
『
命
と
い
う

も
の
』
小
学
館
）
と
い
う
の
も
う

な
ず
け
る
。

　
寂
し
い
こ
と
だ
が
、
安
易
に
面

倒
臭
く
思
う
こ
と
に
慣
れ
、
自
分

側
か
ら
の
望
み
・
思
い
を
大
切
に

す
る
傾
き
に
陥
り
が
ち
な
私
（
た

ち
）
が
い
る
…
。

　
２
７
１
５
人
の
不
明
信
徒
一
人

ひ
と
り
の
心
の
奥
底
に
は
、「
大

切
な
関
わ
り
を
も
ち
た
い
」
と
の

声
な
き
叫
び
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
こ
と
に
も
っ
と
関
心
を

寄
せ
、「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
？
」
と
、
も
が
き
苦
し
み

な
が
ら
、
そ
の
人
達
を
見
つ
け
る

勇
気
を
願
い
た
い
。

　私たちは遡ること60年前、志免、須恵、宇美、の
３町内の信徒同志で志免町に小さな古びた１軒屋を
借りて名称を「志免教会」として発足しました。時
は過ぎ、建屋は、傷みがひどくなり何とかして新し
い教会をとの思いから信徒同志で資金を出し合い現
住所に1994年に教会を建立し、名称を「カトリック
南粕屋教会」としました。この時に信徒会館を同時
に作る余裕はなく、お御堂を信徒会館として兼用し
ていました。諸事情により、ご聖体は祭壇脇の告解
部屋に安置していました。他の教会から聖体訪問さ
れる時もこの事をご理解していただきました。20年の時を経て今度は何とかして信徒会館を造
れないものかと宮原良治司教様のもとにあしかけ２年お伺いし、司教様のお許しをいただきま
した。
　信徒会館は昨年10月に着工し、４月10日に宮原司教様の司式により落成式を行い、司教様が
各部屋を祝福してくださいました。司教様には信徒一同、深く感謝しています。司教様の祝辞
の中に会館は「主と共にいる場所、愛がある共同体でなければならない」とのお言葉がありまし
た。私たちはそれを実行し、会館を有効に使うことに努力します。式の後には司教様を囲んで
茶話会をしました。他の教会からたくさんの信徒さんが参加してくださり厚くお礼申し上げま
す。今、ご聖体はお御堂、正面にあります。
　どうぞ私たちの教会、新しい信徒会館に足をお運びください。お待ちしております。

　
４
月
５
日
（
火
）、潅
仏
会
（
か

ん
ぶ
つ
え
／
花
ま
つ
り
）
に
先
立

ち
、
宮
原
良
治
司
教
は
曹
洞
宗
・

吉
祥
寺
（
福
岡
市
中
央
区
）
の
谷

山
隆
光
住
職
（
福
岡
市
仏
教
会
会

長
）
を
訪
れ
た
。
潅
仏
会
に
寄
せ

て
発
表
さ
れ
る
教
皇
庁
諸
宗
教
対

話
評
議
会
の
日
本
の
仏
教
徒
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
た
め
だ
。

釈
迦
の
誕
生
を
祝
う「
花
ま
つ
り
」

は
毎
年
４
月
８
日
に
行
わ
れ
る
。

　
今
年
、
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話

評
議
会
は
「
環
境
を
と
も
に
大

切
に
す
る
仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教

徒
」
と
題
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
わ
た

し
た
ち
は
皆
、
母
な
る
地
球
の
子

ど
も
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
球
に
甚
大
な
被
害
を

与
え
続
け
て
い
ま
す
」「
仏

教
の
教
え
と
実
践
と
環
境
の

間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る

こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は
承
知

し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、「
手

に
手
を
た
ず
さ
え
て
協
力
し
、

自
分
た
ち
の
地
球
を
自
分
だ

け
で
な
く
未
来
の
世
代
の
た
め
に
」

行
動
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
る
。

　
訪
問
で
は
、
終
始
穏
や
か
な
雰

囲
気
で
、
笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
会
話

が
交
わ
さ
れ
た
。
欧
州
や
中
東
の

情
勢
、
ま
た
昨
今
の
日
本
の
動
静

に
つ
い
て
懸
念
が
も
た
れ
る
こ
と

に
も
触
れ
ら
れ
た
。

　
谷
山
住
職
が
堂
内
、
寺
院
を
案

内
。
最
後
に
宮
原
司
教
は
「
花
ま

つ
り
」
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
お

釈
迦
様
の
像
に
甘
茶
を
か
け
、
そ

れ
に
対
し
て
、
谷
山
住
職
は
感
謝

の
意
を
表
し
た
。。

　
後
日
、
谷
山
住
職
よ
り
４
月
８

日
（
金
）
の
花
ま
つ
り
当
日
に
開

催
さ
れ
た
福
岡
市
仏
教
会
の
住
職

ら
の
集
ま
り
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま
れ
、
温

か
く
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
一
報
が
あ
っ
た
。
　

報告：久米義一（南粕屋教会信徒）

谷山住職（右）より花まつりの
説明をうける宮原司教

辞令を受ける新任教諭（左）

講話を行う浦田教諭

　昨年と比較すると、成人
洗礼の数が約30人増加して
いる。「雨も雪も、ひとた
び天から降れば、むなしく
天に戻ることはない」（イ
ザヤ55・10）。主の業を賛
美しつつ、共同体の交わり
を大切にしていきたい。

（編集部）

諸
宗
教
対
話
部
門
・
花
ま
つ
り

宮
原
司
教
、
吉
祥
寺
を
訪
問

教区立幼稚園辞令交付式
� と新任研修会

教
区
教
会
現
勢
か
ら
見
え
て
く
る
課
題

 

丁
寧
に
心
を
こ
め
た
関
わ
り
を

（
文
責
　
杉
原 

寛
信 

神
父
）

南粕屋教会（福岡県糟屋郡）信徒会館落成式



総合建築業
・一般住宅（新築・改築工事）
・鉄骨工事　　　・ＲＣ工事

建築の事なら何でもお気軽にご相談ください

有限
会社 森山工務店
ヨゼフ　森山新太郎

福岡市早良区四箇1丁目15番28号
☎（092）811−7265

福岡プライマリケア訪問看護ステーション

自宅で療養されている方、在宅で看取りたい
方 ､ 精神障害の方など ､ 病気について、介護
方法について専門的指導や援助が必要な方は
ご相談ください ｡
費用は医療 ､ 介護保険でのご利用になります。

春日市天神山 7-91　TEL&FAX 092-517-6313
福岡プライマリケア株式会社　代表 : エリザベト熊谷
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が
生
ま

れ
る
背

景
に
は

様
々
な

理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。
生
き
る

実
感
を
持
っ
て
い
な
い
子
ど

も
。「
お
せ
っ
か
い
」
が
な
く
、

地
域
社
会
が
手
を
差
し
伸
べ
な

い
文
化
。
功
利
主
義
、
不
寛
容

な
社
会
シ
ス
テ
ム
。
貧
困
。

　
訪
問
指
導
員
は
週
２
時
間
、

家
庭
訪
問
を
行
い
、
当
事
者
と

保
護
者
の
両
方
を
支
え
る
。「
充

分
に
意
志
の
疎
通
が
で
き
な
い

期
間
が
２
年
ほ
ど
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
な
結

果
は
得
ら
れ
ず
、
親
御
さ
ん
は

そ
れ
ま
で
に
も
っ
と
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
関
わ
り
続
け
る
こ
と

☆
今
こ
そ
問
わ
れ
る
市
民
意
識

 

～
わ
た
し
に
何
が
で
き
る
か
～

 

伊
藤 

千
尋
　
著

世
界
の
問

題
、
日
本

の
問
題
を

紹
介
、
解

説
し
な
が
ら
人
間
ら
し
く
新
し
い

社
会
建
設
の
た
め
に
生
き
て
い
る

人
々
の
姿
を
紹
介
す
る
。

 

女
子
パ
ウ
ロ
会
発
行

 

税
込
み
価
格
１
５
１
２
円

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

☆
こ
こ
ろ
に
み
こ
と
ば
の
処
方
箋

樋
野 

興
夫
　
著

２
月
に
大

名
町
教
会

で
講
演
会

を
行
っ
た

「
が
ん
哲
学
」
の
提
唱
者
で
あ
る

順
天
堂
大
学
樋
野
興
夫
教
授
に
よ

る
書
。
み
こ
と
ば
を
ベ
ー
ス
に
病

め
る
人
へ
語
り
か
け
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
数
々
。

い
の
ち
の
こ
と
ば
社
発
行

税
込
み
価
格
１
０
８
０
円

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

☆
教
皇
講
話
集
「
家
族
」２

０
１
５

年
に
行
わ

れ
た
家
庭

に
関
す
る

一
般
謁
見
連
続
講
話
と
、
関
連
す

る
テ
ー
マ
の
講
話
等
を
収
録
。父
、

母
、
子
な
ど
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
相
互
の
関
係
、
そ
し
て
現
代

の
家
庭
が
直
面
し
て
い
る
種
々
の

困
難
に
つ
い
て
語
り
、
家
庭
に
お

け
る
親
し
く
温
か
な
交
わ
り
を
社

会
に
ま
で
広
げ
る
よ
う
穏
や
か
に

訴
え
か
け
る
。

中
央
協
議
会
出
版
部
発
行

９
０
０
円
＋
税

　インターネットで自分の住む市町村名
と＜適応指導教室＞をキーワードとして
検索すれば、ひきこもりや不登校に関す
る支援の情報が得られる。とにかく助け
を求めてほしい。

「わたしたちは愛するため、そして、
 愛されるために生まれてきたのです。」
 by 福者マザー ･テレサ

ひきこもり・不登校者支援

助けを求めて !!

　「
人
は
、
人
と
人
と
の
支

え
あ
い
の
中
で
成
長
し
て
い

く
も
の
。
家
族
の
中
で
抱
え

切
れ
な
い
問
題
が
あ
っ
た

ら
、
思
い
切
っ
て
助
け
を
求

め
て
」
と
林
田
節
子
氏
（
元

久
留
米
信
愛
女
学
院
中
学
高

等
学
部
教
員
）
は
語
る
。
林

田
氏
は
教
員
を
退
い
た
後
、

久
留
米
市
の
訪
問
指
導
員
を

長
年
務
め
た
。
現
在
は
ひ
き

こ
も
り
当
事
者
が
集
い
、
話

せ
る
場
所
を
提
供
す
る
活
動

を
し
て
い
る
。

　
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
者

で
、
親
も
当
事
者
も
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」。

　
同
じ
く
訪
問
指
導
員
の
経
験
が

あ
り
、
現
在
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
務
め
る
吉
良
晴
子
氏
（
久

留
米
教
会
信
徒
）
は
「
心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
補
充
が
大
切
だ
と
言

う
。
保
護
者
も
当
事
者
も
、
様
々

な
理
由
で
「
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
枯
渇
し
て
い
る
。
関
わ
り
の
中

で
「
あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま

で
良
い
」「
が
ん
ば
ら
ん
で
良
い

よ
」
と
伝
え
続
け
、「
心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
が
満
ち
て
い
く
の
を
待

つ
必
要
が
あ
る
。

　「
潜
在
的
な
ひ
き
こ
も
り
が
多

く
な
っ
て
い
る
今
、
公
民
館
な
ど

空
い
て
い
る
場
所
に
彼
ら
の
居
場

所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
彼

ら
の
存
在
と
現
状
を
理
解
し
て

ほ
し
い
」
と
林
田
氏
は
語
る
。

そ
し
て
、「
助
け
を
求
め
て
!!
」

と
呼
び
か
け
る
。

　「
安
心
し
な
さ
い
。
わ
た
し

だ
。
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
」（
マ

ル
コ
６
・
50
）

お
待
ち
し
て
い
ま
し
た

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教
皇
と

聖
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
修
道
女
の
聖
遺
物
巡
回

　
カ
テ
ド
ラ
ル（
大
名
町
教
会
）

の
鳴
り
響
く
鐘
の
中
で
見
送
ら

れ
た
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

（
教
皇
は
２
０
０
０
年
に
フ
ァ

ウ
ス
テ
ィ
ナ
を
列
聖
し
、『
い

つ
く
し
み
の
主
日
』
を
制
定
し

た
）
と
聖
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
の

聖
遺
物
を
熊
本
地
区
の
八
代
教

会
が
受
け
取
り
、
３
月
29
日
か

ら
４
月
４
日
ま
で
、
ふ
さ
わ
し

く
準
備
さ
れ
た
祭
壇
で
顕
示
し

た
。
二
日
目
か
ら
は
、
遠
く
か

ら
近
く
か
ら
大
勢
の
人
々
が
訪

れ
、
喜
び
と
畏
敬
の
心
で
祈
る
姿
に
感
動
を
覚
え
た
。
数
人
の

巡
礼
者
か
ら
、「
な
ぜ
八
代
に
？
」
と
聞
か
れ
た
が
、「
聖
フ
ァ

ウ
ス
テ
ィ
ナ
に
聞
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
。
神
は

時
宜
に
適
っ
て
啓
示
を
与
え
て
く
だ
さ
る
。
今
回
の
巡
回
で
、

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
と
聖
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
を
通
し
て
神

が
強
調
さ
れ
た
い
の
は
、「
神
の
い
つ
く
し
み
の
広
さ
、
深
さ
、

高
さ
」
で
あ
る
。
神
は
聖
人
た
ち
を
通
し
て
こ
の
よ
う
に
私
た

ち
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
。
誰
が
こ
の
愛
と
心
配
り
を
否
む

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
神
に
感
謝
。（
尚
、
聖
遺
物
は
４

日
の
朝
に
熊
本
地
区
の
手
取
教
会
に
運
ば
れ
た
。）

 

（
八
代
教
会
主
任
　
ハ
リ
ー
・
オ
カ
ロ
ル
神
父
）

　
４
月
４
日
（
月
）
に
熊
本

地
区
・
手
取
教
会
で
受
け

取
っ
た
二
人
の
聖
人
の
聖
遺

物
が
到
着
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
佐
賀
教
会
に
運
ば
れ

た
。
木
箱
か
ら
出
さ
れ
た
聖

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教
皇

の
血
の
付
い
た
布
、
そ
し
て

聖
マ
リ
ア
・
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ

ナ
・
コ
ヴ
ァ
ル
ス
カ
の
聖
遺

骨
は
高
さ
38
セ
ン
チ
の
金

の
顕
示
台
に
納
め
ら
れ
て
い

た
。
ご
く
小
さ
な
片
に
多
く

の
尊
敬
の
眼
差
し
が
注
が
れ
、
祈
り
が
唱
え
ら
れ
た
。
佐
賀
教

会
で
は
朝
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
顕
示
で
あ
っ
た
が
、
地

区
内
外
か
ら
の
巡
礼
者
は
途
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
に

は
、「
２
０
０
０
年
か
ら
い
つ
く
し
み
の
神
へ
の
祈
り
を
唱
え
て

い
ま
し
た
。
二
人
の
聖
人
と
会
え
て
う
れ
し
い
で
す
」と
か
、「
教

皇
様
と
は
長
崎
に
来
ら
れ
た
時
以
来
の
再
会
で
、
夢
の
よ
う
で

す
」
な
ど
と
喜
び
を
満
面
に
し
て
話
し
て
い
た
。
聖
遺
物
は
10

日
に
長
崎
教
区
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。（
そ
の
後
鹿
児
島
、
さ

い
た
ま
、
東
京
、
札
幌
、
横
浜
教
区
を
巡
回
す
る
予
定
で
あ
る
。）

　
尚
、
佐
賀
教
会
は
教
区
内
の
「
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
の

扉
の
巡
礼
教
会
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
聖

フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
に
関
わ
る「
イ
エ
ス
の
い
つ
く
し
み
の
御
心
」

の
絵
画
を
以
前
よ
り
飾
っ
て
お
り
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
霊
的
向

上
に
一
役
か
っ
て
い
る
。

 

（
佐
賀
教
会
主
任
　
下
町 

豊
重 

神
父
）

八
代
教
会

佐
賀
教
会

　
４
月
３
日
（
日
）
15
時
か
ら
、

大
名
町
教
会
講
堂
で
福
岡
地
区
新

青
年
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。
約
30

人
の
青
年
と
４
人
の
司
祭
が
集

い
、４
人
の
新
青
年
を
歓
迎
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
お
互
い

を
知
っ
た
り
、
交
わ
り
を
深
め
る

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
。
食
事
会
で

は
「
お
に
ぎ
ら
ず
」
と
た
こ
焼
き

を
自
分
達
で
つ
く
り
、
苦
戦
し
な

が
ら
も
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
時
間
が
流
れ
た
。
最
後
は
テ
ゼ

の
祈
り
を
も
っ
て
閉
会
。
有
志
は

夜
桜
見
物
へ
と
繰
り
出
し
て
い
っ

た
。
閉
会
直
後
か
ら
L
I
N
E

（
ソ
ー
シ
ャ
ル･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ･

サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
）
に

は
「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

新
青
年
を
交
え
、
皆
が
仲
良
く
な

れ
た
集
い
と
な
っ
た
。

　
４
月
13
日
（
水
）、
カ
テ
ド
ラ

ル
大
名
町
教
会
に
て
司
教
座
聖
堂

の
献
堂
を
記
念
す
る
ミ
サ
が
宮
原

良
治
司
教
主
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
現
聖
堂
は
１
９
８
６
年
４
月

13
日
に
献
堂
さ
れ
、
今
年
は
30
周

年
を
迎
え
る
。
献
堂
記
念
日
は
福

岡
教
区
の
祭
日
で
あ
る
。

　
宮
原
司
教
は
説
教
で
「
イ
エ
ス

が
『
父
よ
、
あ
な
た
が
わ
た
し
の

内
に
お
ら
れ
、
わ
た
し
が
あ
な
た

の
内
に
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の

人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
』
と

祈
っ
た
よ
う
に
、
教
会
は
交
わ
り

と
一
致
を
あ
ら
わ
し
、
実
現
し
て

い
く
源
で
あ
り
、
到
着
点
で
す
」

と
述
べ
た
。「
人
々
の
な
ぐ
さ
め
、

よ
り
ど
こ
ろ
、
い
つ
く
し
み
の
目

に
見
え
る
形
と
し
て
」
建
設
さ
れ

た
教
会
を
思
い
起
こ
し
、「
教
皇
、

司
教
、
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
が

一
致
の
う
ち
に
教
会
を
大
切
に

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
に
」
と
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
復
活
節
第
４
主
日
に
祝
わ
れ
る

「
世
界
召
命
祈
願
の
日
」。
今
年
は

４
月
17
日
。
教
皇
が
選
ん
だ
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
召
命
の
母
で
あ
る

教
会
」。「
教
会
は
い
つ
く
し
み
の

家
で
あ
り
、
召
命
が
芽
生
え
、
育

ち
、
実
を
結
ぶ
『
土
地
』
で
も
あ

る
の
で
す
」
と
教
皇
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

　
福
岡
教
区
の
各
地
区
で
は
毎
月

「
召
命
を
共
に
祈
る
会
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
４
月
11
日
（
月
）、
12
日
（
火
）

に
教
区
召
命
部
会
主
催
の
黙
想
会

が
カ
ト
リ
ッ
ク
福
岡
黙
想
の
家
で

行
わ
れ
、
熊
本
地
区
、
北
九
州
地

区
、
福
岡
地
区
の
司
祭
と
信
徒
、

約
20
人
が
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
主
に
招
か
れ
る
―
召

命
を
見
い
だ
し
、
支
え

る
た
め
に
」。
中
村
克

徳
神
父
（
御
受
難
会
）

が
指
導
に
あ
た
り
、
中

村
神
父
自
身
の
召
命
の

歩
み
に
つ
い
て
分
か
ち

合
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
「
召
命
の

道
は
真
っ
直
ぐ
で
は
な

く
、
不
思
議
な
こ
と
が

多
い
」
こ
と
を
感
じ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、「
神

学
生
の
色
々
な
深
い

悩
み
が
あ
る
こ
と
を
思

い
、『
み
旨
の
ま
ま
に
な
り
ま
す
よ

う
に
』と
祈
り
続
け
た
い
」と
語
る
。

　
４
月
14
日
（
木
）
に
は
小
倉
教

会
に
て
「
北
九
州
召
命
を
共
に
祈

る
会
」
が
も
た
れ
約
30
人
が
集
っ

た
。
宮
原
良
治
司
教
が
ミ
サ
を
司

式
し
、
説
教
で
交
わ
り
の
う
ち
に

育
ま
れ
る
召
命
に
つ
い
て
説
い

た
。
ま
た
、
召
命
は
自
己
実
現
で

は
な
く
、「
御
父
の
み
旨
を
お
こ

な
う
た
め
」
に
あ
る
と
述
べ
た
。

　
ミ
サ
後
の
茶
話
会
で
は
、
活
発

に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
担
当
司
祭

の
大
塚
了
平
神
父
（
田
川
・
直
方

教
会
主
任
）
は
「
教
会
と
し
て
、

教
区
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ら
れ
た
一
日
に
な
っ

た
」
と
結
ん
だ
。

教区召命部会主催黙想会の参加者たち

交流を深めた青年たち

福
岡
地
区
青
年
会

 

新
青
年
歓
迎
会

司
教
座
聖
堂
献
堂

 

30
周
年
記
念
ミ
サ

召命を共に祈る会

共同体の中で育まれる召命
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２
８
７
７
岩
村

■
ラ
ス
キ
ン
黙
想
と
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
５
月
27
日
（
金
）
19
時
45

分
か
ら
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
小

聖
堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

２
３
０
５
・
５
１
９
１
Br.
阿
部（
パ

ウ
ロ
会
）

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
の
勇
気
が
路
上
の
い
の
ち
を

支
え
ま
す
！
◆
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に

手
作
り
お
昼
ご
は
ん
　
毎
週
火
曜
日

10
時
30
分
◆
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
夜

回
り
4
月
８
日
金
曜
日
20
時
◆
路
上

か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し
た
方
を
訪

問
　
第
３
土
曜
日
13
時
〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
１
４
１
９
Ｍ
・

コ
ー
ス
神
父

■
第
68
回
福
岡
典
礼
聖
歌
研
修
会

〔
日
時
〕
６
月
19
日
（
日
）
14
時
か

ら〔
場
所
〕
浄
水
通
教
会〔
テ
ー
マ
〕

詩
編
を
歌
う
⑩
〔
指
導
〕
深
堀
純

氏
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
５
４

１
・
３
７
３
０
松
山
※
感
謝
献
金

■
祈
り
の
集
い「
主
は
今
生
き
て
お

ら
れ
る
」〔
日
時
〕
５
月
８
日（
日
）

13
時
半
～
16
時
〔
場
所
〕
コ
ン
グ

レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
会
仙
水
町
修
道
院
〔
内
容
〕

聖
書
で
祈
り
、
日
常
生
活
を
分
か

ち
合
う
〔
対
象
者
〕
40
代
ま
で
の

独
身
女
性
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９

３
・
８
７
１
・
１
１
６
６
仙
水
町

修
道
院

■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
５
月
12
日（
木
）
14
時
か

ら〔
場
所
〕
小
倉
教
会〔
内
容
〕
ミ

サ
と
茶
話
会
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
４
９
・
２
４
・
９
９
０
５
藤
井

■
小
倉
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
５
月
27
日
（
金
）
13
時
半

～
15
時
〔
場
所
〕
小
倉
教
会
信
徒
会

館
2
階
〔
指
導
〕
ガ
ブ
リ
エ
ル
神
父

（
御
受
難
会
）〔
内
容
〕
み
こ
と
ば

案　内　板　　会合と催し ５月のこよみ

カテドラルでのゆるしの秘跡
　日　時：5 月 7 日、21 日、6 月 4 日、18 日
　　　　　　10 時～ 11 時 45 分
　場　所：カトリック大名町教会小聖堂

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

　
新
年
度
が
動
き
出
し
て
間
も
な

く
、天
災
が
や
っ
て
来
た
。
正
に
、

教
区
全
体
を
震
撼
さ
せ
た
。
心
身

共
に
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
方
は
多
い
。
共
に
寄
り
添
う

気
持
ち
を
持
っ
て
、祈
り
合
お
う
。

助
け
合
お
う
。（
Ｓ
）

■
福
岡
ホ
ス
ピ
ス
の
会　

第
１
回

が
ん
哲
学
外
来
「
ぬ
く
み
カ
フ
ェ
」

〔
日
時
〕
５
月
８
日
（
日
）
14
時
～

16
時
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
4
階

会
議
室
〔
内
容
〕
こ
と
ば
の
処
方

箋
、
が
ん
を
語
り
合
う
集
い
。
当

事
者
・
ご
家
族
・
友
人
ど
な
た

で
も
参
加
可
20
人
限
定
〔
参
加
費
〕

５
０
０
円
〔
問
合
せ
先
〕
要
申
込

☎
０
９
０
・
１
１
６
２
・
６
３
９
５

柴
田

■
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
福
岡
ク
リ
ア

〔
日
時
〕
５
月
８
日
（
日
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
〔
問
合
せ
〕

☎
０
９
０
・
５
９
３
６
・
３
８
３

１
今
野

■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

〔
日
時
〕
５
月
11
日
（
水
）
ミ
サ
７

時
か
ら
・
夕
の
祈
り
19
時
か
ら

〔
場
所
〕
浄
水
通
教
会〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
０
・
２
３
０
５
・
５
１
９

１
Br.
阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
祈
り
の
集
い
・
勉
強
会

〔
日
時
〕
５
月
14
日
（
土
）
14
時
か

ら
〔
場
所
〕
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
福

岡
修
道
院
〔
指
導
〕
永
富
久
雄
神

父
（
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
）〔
問
合
せ

先
〕
☎
０
９
２
・
５
４
１
・
３
７

３
０
松
山

■
在
世
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
集
会

〔
日
時
〕
５
月
15
日
（
日
）
14
時
か

ら〔
場
所
〕
高
宮
教
会〔
指
導
〕
ジ
ョ

ン
ソ
ン
神
父
（
カ
プ
チ
ン
修
道
会
）

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
８
４
３
・

５
８
３
１
岩
崎

■
カ
ル
メ
ル
在
世
会
集
会

〔
日
時
〕
５
月
16
日
（
月
）
10
時
半

か
ら
〔
場
所
〕
福
岡
女
子
カ
ル
メ

ル
会
修
道
院
・
テ
レ
サ
の
家
〔
内

容
〕
ミ
サ
・
講
話
〔
指
導
〕
中
川

博
道
神
父
（
カ
ル
メ
ル
会
）〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
５
・
８
２
８
・
２

３
５
０
鵜
池

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
５
月
17
日
（
火
）
13
時
半

か
ら〔
場
所
〕
大
名
町
教
会〔
内
容
〕

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、
分
か
ち
合
い

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
９
２
１
・

４
５
３
２
山
口

■
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌
う
会

〔
日
時
〕
５
月
17
日
（
火
）
11
時
か

ら 

〔
場
所
〕
聖
ク
ラ
ラ
寮 

〔
内
容
〕

聖
母
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
グ
レ
ゴ
リ

オ
聖
歌
ミ
サ
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
６
・
３
８
０
・
５
６
８
６
堺

■
聖
書
に
集
う
会　

第
４
回

〔
日
時
〕
５
月
18
日
（
水
）
14
時
～

15
時
半
〔
場
所
〕
サ
ン
パ
ウ
ロ
福

岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

〔
講
師
〕
鈴
木
信
一
神
父
（
パ
ウ
ロ

会
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

２
３
０
５
・
５
１
９
１
Br.
阿
部（
パ

ウ
ロ
会
）

■
聖
ド
ミ
ニ
コ
信
徒
会　

講
演
会

〔
日
時
〕
５
月
22
日
（
日
）
15
時
か

ら
〔
場
所
〕
箱
崎
教
会
〔
テ
ー
マ
〕

聖
ド
ミ
ニ
コ
の
霊
性
に
つ
い
て

〔
講
師
〕
渡
部
和
子
シ
ス
タ
ー
（
聖

ド
ミ
ニ
コ
宣
教
修
道
女
会
）〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
１
１
７
４
・

 

◆
　
　
　
北

九

州

いつくしみ深く
御父のように年間目標

※祈りの集い

年間テーマ：イエスとの出会い　その喜びを味わう

　・日　時：5月12日（木）10時～15時

　・内　容：イエスの愛する弟子 （ヨハネ21：1－7）

指　導　者：フランコ・ソットコルノラ神父（真命山院長）

問合わせ先：真命山諸宗教対話・霊性交流センター

　・次　回： 6月9日（木）ザアカイ （ルカ19：1－9）

☎0968・85・3100 　　0968・85・3186

玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan @ gmail.com 

真命山諸宗教対話・霊性交流センター

29日（金）～ 5月5日（木） 日本心身医学協会（空室10）

 5日（木）～ 7日（土）  本田神父と語る会（空室10）

 8日（日）  典礼聖歌研修会（於：ザビエル聖堂）

21日（土）  ロザリオ会

＊宗像市名残1056　☎0940・32・3222   0940・32・3385
 　　　　 Email: f-mokuso @ fmokuso.com

インターネットで検索

福岡黙想の家ご案内　５月

福岡黙想の家 検索 ⇒

【５月】
  1日（日） 復活節第６主日　世界広報の日（献金）
  2日（月） 聖アタナシオ司教教会博士
  3日（火） 聖フィリポ　聖ヤコブ使徒
  6日（金） 初金ミサ・サーリスの集い
 †E.デイキン（2005年 人吉教会）
  8日（日） 主の昇天　
 佐賀地区宣教司牧評議会及び女性の会発足式・ミサ
 10日（火） 教区幼児教育連盟園長会
 11日（水） 諸宗教対話部門会議
 12日（木） 常任司教委員会
 13日（金） 園長教育研修会　
 †R.ハー（20013年 古賀・光丘教会）
 14日（土） 聖マチア使徒　†J.フィネティ（2001年 美野島）
 15日（日） 聖霊降臨の主日　教区信徒使徒職協議会役員会
 「教区の日」実行委員会
 16日（月） †ﾐｶｴﾙ中浜一男（2005年 浄水通教会・事務局長）
 17日（火） 司祭評議会・教区本部会議
 18日（水）　カトリック大神学院講話・ミサ
 22日（日） 三位一体の主日
 23日（月） 西日本司祭団ソフトボール大会（大分）
 25日（水） 学法化会議 †L.グロージャン（2006年 八王子）
 26日（木） 聖フィリポ・ネリ司祭
 28日（土） カトリック幼児教育教職員養成研修
 召命祈願ミサ・講話（大名町教会）
 29日（日） キリストの聖体
 31日（火） 聖母の訪問 
 司教顧問会議　幼稚園園長会
【６月】
  1日（水） 聖ユスチノ殉教者　　教会行政・法制委員会
  2日（木） 常任司教委員会
  3日（金） イエスのみ心　　初金ミサ・サーリスの集い
  4日（土） 聖母のみ心　キリスト教天草伝来450年祭
  5日（日） 年間第10主日　キリスト教天草伝来450年祭記念ミサ

■ゴチックは司教日程

 

◆
　
　
　
福
　
　
岡

福岡教区ハンドブック 2016

を
味
わ
う
・
賛
美
と
感
謝
の
祈
り

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
３
９
８

５
・
５
２
０
９
松
田

 

◆
　
　
　
佐
　
　
賀

■
佐
賀
祈
り
の
集
い

〔
日
時
〕
５
月
11
日
（
水
）
10
時
～

12
時
〔
場
所
〕
佐
賀
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
〔
内
容
〕
ミ
サ
と
祈
り
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
５
２
・
３
０
・
８

３
４
７
吉
武

■
佐
賀
テ
ゼ
の
祈
り

〔
日
時
〕
５
月
14
日
（
土
）
20
時
か

ら
〔
場
所
〕
佐
賀
教
会
聖
堂
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
８
０
・
６
４
５
５
・

９
２
６
７
秋
吉

■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
熊
本
祈
り
の

集
い
〔
日
時
〕
毎
週
金
曜
日
10
時
半

～
12
時
〔
場
所
〕
手
取
教
会
信
徒
会

館
〔
内
容
〕
賛
美
と
感
謝
の
祈
り
・

聖
書
と
典
礼
の
分
か
ち
合
い
〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
６
・
３
８
４
・
１

６
９
３
中
川

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
5
月
19
日
（
木
）〔
場
所
〕

健
軍
教
会
〔
問
合
せ
先
〕
健
軍
教
会

☎
０
９
６
・
３
６
８
・
２
８
２
５
浦

川
務
神
父

 

２
０
１
６
年
４
月
20
日
付

◆
鶴
巻 

健
二
師
（
長
崎
教
区
）

＝
ロ
ザ
リ
オ
の
園
施
設
付
司
祭
を

解
除
す
る

「福岡教区ハンドブック 2016」が発行されました。
各小教区でお受け取りの上、ご活用ください。

★下記の通り、誤りと変更がございます。
P.65　カプチン・フランシスコ修道院

ポール Paul Karun MASCARNAS 師とヨセフ Joseph
Naveen SEQUEIRA 師の 2 名を削除

P.71　（誤）聖体と礼拝のはしため礼拝修道女会
　　　→（正）聖体と愛徳のはしため礼拝修道女会
P.107　福岡教区司祭役務に誤りと変更があります。
各小教区に正しい役務表をお送りしておりますので、
その通りに変更をお願いいたします。

◆
原
稿
は
４
０
０
字
以
内
　

◆
投
稿
先
：
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
館
　
教
区
報
係
り
宛

    
F
A
X
0
9
2
･
5
2
3
･
2
1
5
2

    

メ
ー
ル c

d
f-k

o
u
h
o
u
@

n
ifty

.c
o
m

※
「
自
由
席
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　
所
属
教
会
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
語
そ
の
他
で
編
集
・
添
削
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第50回�「世界広報の日」�（５月１日）
教皇メッセージ（要約）

「コミュニケーションといつくしみ、実り豊かな出会い」

自

由

席

 

◆
　
　
　
熊
　
　
本

　教会のことばと行いの特徴は、いのちの充満への道を歩
む人々を支えるために、いつくしみを伝えることです。（…）
コミュニケーションには、人々が出会い、社会にとけ込め
るよう手助けする力があり、それにより社会はより豊かに
なります。キリスト者のことばは、つねに交わりを促すも
のであるはずです。（…）キリストの柔和ないつくしみは、
わたしたちが真理を告げ、不正を非難する方法を測る基準
です。わたしたちの主要な使命は、愛をもって真理を明ら
かにすることです。（…）そのためには、まず耳を傾けな
ければなりません。耳を傾けることは、他の人に寄り添っ
て道を歩み、全能であるかのような思い上がりをすべて捨
て去り、自分の能力とたまものを共通善のために謙虚に用
いることのできる状態も意味するのです。（…）コミュニ
ケーションとその領域とツールは、多くの人の地平を広げ
てきました。このことは神のたまものですが、大きな責任
も伴います。コミュニケーションといつくしみの出会いは、
世話をし、なぐさめ、いやし、寄り添い、そして歓迎する
という親しさを生み出す限りは、実り豊かです。

編
集
後
記

　2014年の世界代表司教会議（シノドス）第３回臨時総
会と、昨年の第14回通常総会を受けた、使徒的勧告「愛
のよろこび―家庭のよろこび・教会のよろこび」（原題：
Amoris Laetitia）が４月８日に教皇フランシスコによって
発表されました。家庭をテーマに開かれた２回のシノド
スでの司教たちによる議論を踏まえ、家庭を取り巻く諸
課題について論じられています。翻訳にはしばらく時間
がかかりますが、その概要について「カトリック新聞」等
で今後紹介されます（カトリック中央協議会HPより）

教皇フランシスコ、家庭に関する
シノドスを受けた「使徒的勧告」を発表

司
祭
人
事
異
動


